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森下仁丹株式会社（本社：大阪市、代表取締役社長 森下雄司、以下「当社」）は、2023年3月14日

（火）～17日（金）に開催される「日本農芸化学会2023年度大会」において、プレバイオティクスと

してのフラクトオリゴ糖とアカシア食物繊維、プロバイオティクスとしてのビフィズス菌の同時摂取

により、腸内環境改善効果が認められたことを発表いたします。 

当社では引き続き、皆様の腸内環境改善に役立つ研究開発を進めてまいります。 

 
 

【背景と目的】 

フラクトオリゴ糖やアカシア食物繊維は、胃や小腸で吸収されずに大腸まで届き、ビフィズス菌な

どの腸内有用菌のエサになることが知られています。このような働きをもつものは、「プレバイオテ

ィクス」と呼ばれています。また、ビフィズス菌は、ヒトの体に有用な作用をもたらす生きた菌であ

る「プロバイオティクス」のひとつで、腸内環境を整えます。本研究では、プレバイオティクス(フ

ラクトオリゴ糖とアカシア食物繊維)とプロバイオティクス(ビフィズス菌含有カプセル)の同時摂取に

よる腸内環境改善効果について、腸内細菌叢の変化から評価しました。 

 

■フラクトオリゴ糖 

フラクトオリゴ糖は今注目されているオリゴ糖の一種です。サトウキビを原料とし、酵素の力を使

ってつくられた、人の体内で糖として吸収されない糖質です。砂糖の半分以下の甘みをもちます。 

 

■アカシア食物繊維 

アカシア食物繊維は、4,000年以上も前からアフリカの遊牧民に食べられてきたアカシアの樹液を 

溶かして乾燥させた天然由来の水溶性食物繊維です。 
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【研究成果】 

本研究では、フラクトオリゴ糖とアカシア食物繊維の同時摂取、ビフィズス菌含有カプセルのみ摂

取、フラクトオリゴ糖、アカシア食物繊維、ビフィズス菌含有カプセルの同時摂取の3つのパターンに

ついて、それぞれ2週間ずつ摂取した後の、腸内環境（腸内細菌叢）の変化について評価しました。 

解析対象者（22名）において、摂取前と比べて、フラクトオリゴ糖とアカシア食物繊維を摂取した

場合にビフィズス菌占有率の増加傾向がみられました。また、いずれの場合にも悪玉菌の一種である

フソバクテリウム属菌占有率の有意な減少または減少傾向を確認しました(図1)。 

 

 

試験の結果 

 

 

ビフィズス菌占有率の変化             フソバクテリウム属菌占有率の変化 

 

 

 

 

 

 

図1 プロバイオティクスおよびプレバイオティクス摂取による腸内細菌叢の変化 

 

 

 

  

平均値±標準偏差, * p<0.05, † p<0.1 (対摂取前) 

FOS：フラクトオリゴ糖、AF：アカシア食物繊維、Bif-CP：ビフィズス菌含有カプセル、

Mix：FOS + AF + Bif-CP 



3 

 

解析対象者のうち、摂取前のビフィズス菌占有率が低かった(5%以下)15名の中には、フラクトオ

リゴ糖とアカシア食物繊維だけではビフィズス菌占有率が上昇しなかった一方で、フラクトオリゴ

糖、アカシア食物繊維、ビフィズス菌含有カプセルを同時摂取すると占有率が増加するケースがみら

れました(図2)。 

 

ビフィズス菌占有率の変化（15名） 

 

 

図2 ビフィズス菌占有率が低い被験者(15名)における腸内細菌叢の変化 

 

以上の結果より、個人の腸内環境に合わせてプロバイオティクス、プレバイオティクスまたは、そ

れらの同時摂取と使い分けることで、よりよい腸内環境改善効果が得られることが示唆されました。 

 

 

■「日本農芸化学会2023年度大会」概要 

会期：2023年3月14日（火）～17日（金） 

※オンライン開催 

HP：https://www.jsbba.or.jp/2023/  

 

＜当社発表＞ 

発表日時：2023 年 3 月 16 日（木）14:00～14:30 

演題「プレバイオティクスとプロバイオティクスの同時摂取による腸内環境改善効果」（一般演題） 

森下仁丹株式会社 事業統括本部 研究開発部 

〇福田侑花, 河田祐樹, 丸山晃嗣, 河野麻実子, 川上宏智 

○:発表者 

 

研究成果について取材ご希望の方は下記連絡先までご連絡いただければ幸いです。 

 【プレスリリースに関するお問合せ先】 

森下仁丹株式会社 広報担当：畑中・山口・木村  TEL：06-6761-1131(代)  FAX：06-6768-1661 

森下仁丹 PR 事務局（㈱イニシャル内）担当：鈴木・竹生・小野・根本・三浦 

TEL：03-5572-6316 FAX：03-5572-6065 E-MAIL：morishita_jintan@vectorinc.co.jp 

平均値±標準偏差, * p<0.05, † p<0.1 (対摂取前) 
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